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形態と文字からみる室町期謡本(中)
安　岡　充　令
本稿では前稿に続-室町期謡本を取-上げ､それらの謡本を形態および文字を中心に､すなわち外的装訂法と内的
書写法の二面から取-上げ､世阿弥の後を継ぐ観世流と'禅鳳の後を継ぐ金春流の二大流派がそれぞれの謡本の様式をどのように作-上げていったかを考察する｡
なお､本稿は貫数の関係から､金春流の変遷のみを扱い､(中)覇とした｡前稿では現存最古の能本と言われる世阿弥自筆 から金春禅鳳自筆本まで､最初期の主要な謡本三〇本を取-上げ
た｡世阿弥自筆本九本は､幾枚かの樽紙を継いだだけ 巻紙という簡易な装訂に､片仮名とわずかな漢字で書写され､文字も小さく､座の後継者 ため 実質的な伝達を志 実利的なものと考えられた｡
一方､禅鳳自筆本二〇本であるが､巻子本が一八本と圧倒的に多く用いられた料紙も樽紙､斐紙､斐棺交漉紙と
様々であり､春田土山》を除いては全て身内ではな ､第二著へ向けて､相手に相応しい種々 装訂が探られたと考える｡謡本の装訂と料紙の組み合わせにおいて､後代を含めて見られるそのほとんどが､実に禅鳳の時期に作 ているのであるが､今後の流通の可能性を考える上で重要 のは冊子形態の二冊､《当摩･百万》と《源太夫》である｡
両者の形態面を見てみると､《当摩･百万》は高級な料紙 ある斐紙を用いへ装訂も中世までに多-見られる袋綴
ではなく､より凝った列帖装 るのに対し､一方の《源太夫》は樽紙と うあ-ふれた料紙を用い､袋級 いう簡
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便な装訂で作られている｡すなわち'《当摩･百万》と《源太夫》は同じ冊子本という装訂でありながらも'高級さと簡 さといった対極の性質を持っているのである｡
さらに特筆すべきは文字面における違いであへ《当摩･百万》が巻子本と同じ-美しい連綿体で書かれているの
に対し'《源太夫》には連綿体 美しさを支えていると思われる筆の強弱のリズムがほとんど見られず'1つlつの文字が横方向に張り出していて非常に読みやす-なっている｡また'《源太夫》に用いられている仮名と漢字を数えて漢字率を算出すると'約二･四%と他を圧して低いものとなり､享受者の識字能力が､他の高級な本の享受者よりも低いことを窺わせている｡すなわち'禅鳳は享受者に合わせ 様々な謡本を生み出す中で､期せずして､これまでより 級の読者 相手にすることによって'｢読みやすさ｣という実用性を優先し 新しい文字を作り出していたのである｡
ところで､この文字は後の版行謡本 用いられた文字や､後代の芸能に関わる特徴的な文字(ここでは仮に｢演劇
文字｣と名付けてお-)と通う様 を呈し､つまへ禅鳳は期せずして'｢読みやすさ｣ いう特徴を持った｢演劇文字｣を生み出していたのである｡
そして､世阿弥から観世流へ'禅鳳から金春流へと'その後両派は全-異なった道を進んでい-ことになる｡本稿
では次代の謡本を取-上げ'装釘や料紙などの外的なものから謡本の扱いやすさと高級さを'書写 れた文字という内的なものからは読みやすさや丁寧さを要素として取り し'これ を比較することによっ 作り手の製作態度を鑑みつつ'謡本の様式がどのように形成され い-のか 考察してゆ-. らに､1つの文化から新しい文化を創り出そうとする背景についても試論を述べてみたい｡ お'以下の章では金春流'観世流 い-つ のグループに分けて論じていく｡グループ分け 時代 流れ 沿って行うが､その時代区分 二つの流派で異同がある｡これは それ
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ぞれの謡本の流れを捉えるのに最適と思われるように分けたゆえで'金春流は前期に重-､観世流は後期に重い内容になり､謡本の数もそれに比例している｡
扱う謡本は､版行謡本が登場する慶長初期までの金春流】〇一種'観世流二七種､計≡八種の謡本を取り上げ
る｡形態面では｢装訂｣｢料紙｣｢判型｣｢紙高｣｢紙幅｣｢番数｣を調査し､文字面では｢連綿｣｢墨の強弱｣｢丁寧さ｣を測った｡本稿の各章末には､それぞれの章で扱う金春流と観世流の謡本の表を載せる｡表には上記の項目に｢時代 ｢資料名｣｢所蔵者｣｢年記｣を加え､｢年記｣｢装訂｣｢料紙｣を基準に並べて｢通し番号｣を振った｡資料は装訂面を重視して､揃本であっても装訂が異なる場合には別の位置に記している｡
以下､取-上げた書誌事項の記載であるが､｢資料名｣は原則､所蔵先の目録に記載してある資料名に従った｡｢所
蔵者｣は'野上記念法政大学能楽研究所を｢能研｣､鴻山文庫を｢鴻山｣､般若窟文庫を｢般若｣､早稲田大学坪内博士記念演劇博物館 ｢演博｣､観世文庫を｢観世｣と略号で記した｡｢年記｣には､年記記載のあるものはそれを記入し'記載がない場合は原則｢⊥と記し､先学による推定年代があるも それを記入 た｡｢装訂｣は巻子本｢巻｣､仮綴本を｢仮｣'袋綴本を 袋｣'列帖装本を｢列｣と略号を記した｡｢料紙｣は樽 ｢樽 ､斐紙を｢斐｣､斐樽交漉紙を｢交｣'鳥の子紙を｢鳥｣ 略号で記入し､(　)括弧の中 薄様､中様､厚様の別を記した｡｢判型｣｢紙高｣｢紙幅 はミリ単位で記入している｡｢番数｣は書かれた番(曲)数を記したが 同名資料であっても本によって番数が異なる場合は複数の番数を記入した｡
書誌事項は諸本調査を行いながら､表章著『鴻山文庫本の研究』二九六五､わんや書店)､野上記念法政大学能楽
研究所編『鴻山文庫蔵能楽資料解題』二九九〇､野上記念法政大 能楽研究所)､同｢蔵書目録附解題｣､同｢般若窟文庫目録｣､早稲田大学坪内博士 念演劇博物館編｢早稲田大学坪内博士記念演劇博物館所蔵能聖1h文献 集成
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収録音目録｣､表章編『観世文庫蔵室町時代謡本集』(1九九七､観世文庫)を用いて補った｡いまだ未調査の資料もあるが'現段階においては'室町期謡本全体の傾向を示すものとして有効であると考える｡
文字面であるが'禅鳳自筆本《源太夫》が見せた｢読みやすさ｣という特徴は連綿体から離れることによって生み
出されている｡したがって'本稿では｢連綿体であるか否か｣を判断の基準として掲げ'文字を測る尺度として､文字の連なり具合(｢連綿｣)'筆の流れるような勢いを示す墨の強弱(｢墨の強弱｣)'書面や筆運びにおける丁寧さ(｢丁寧さ｣)　の三点から観測した｡
表では,｢連綿｣は'文字の連な- 重視された筆記法が用いられていると思われるものを｢O｣､文字の連なりに
注意が払われず,それぞれの文字 独立気味に書かれていると思われ もの ｢×｣'そ 中間層と思われるものすべて｢△｣とした｡｢墨の強弱｣は'墨の強弱 全体に渡ってはっき-と分か-､そこにリズム感を感じられるものを｢O｣,ほとんど強弱が見ら ず' っぺりした印象を与えるものを｢×｣'その中間形態と思われるものを｢△｣とした｡｢丁寧さ｣は書面や筆運びに注目 ､丁寧に注意を払って書かれたと思われるものを｢O｣'時間 掛けずに雑に書かれたと思われるものを｢× '両者 中間に位置するものを｢△｣ した｡
文字を客観的に測るのは非常に難しくどうしても印象批評の評を免れ得ないが'論じる上で必要不可欠と考え'
なるべく客観性を出すために､これらの判断は 者を含む同学の四名の者 資料を見 もらい､複数の人間の評価をまとめて総合的な評価を記 文字面におけ 大まか 傾向を示すものとし 捉え いただきた ｡
なお'今後は調査範囲を広げ'さらなる表の拡充に努めていきたい0
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四.金春流謡本の変遷
へA　氏昭期)
(-)
はじめに禅鳳の息子である氏昭によるT]金春氏昭手沢本､【2]金春氏昭手沢四番線本の二つの冊子本と,巻
子形態の【3‥丁[5]金春七郎節付･荒木実勝奥書本三本を取-上げたい｡なお､これらは全て年記が書かれていな
( 2 )
いがt T]【2]番は氏昭の活躍期から大永年間のものと推察されてお-､【3]⊥5]番も同時期か､氏昭の子で
( 3 )
ある喜勝の手による本文であるという推察や'書誌や文字 特徴から考えると天文年間頃の作であろうか｡
巻子本である【3]⊥5]番までを取-上げると､料紙には樽紙よ-も高級な斐椿交漉紙や斐紙といったものを用
( 4 )
い､文字面を見ると平仮名書きの本文に修正箇所はな-､筆の勢いを残しなが ､文字 文字とを書き連ねた書体で綴られている｡この書体は物語系 作品 見られる､縦に流れるような輩 線を持った連綿体と全く同じではないが､文字と文字とが連なっていることから､これも連綿体と呼んで差し支え いものであると思われる(図l参鰭)｡つまり'氏昭の巻子本は､装訂の高級さや 修正箇所がない点､連綿体という旧来 美麗な書 に繋がる文字で書かれた点などを総合的に考えると､一座以外 第三者へ向けて作られた高級な品 類と捉えられるのである｡
対して､冊子本の方は装訂と料紙でみると､[-] が列帖裳と斐紙､[2]番が袋級と樽紙という､三章で取-上
げた金春禅鳳自筆謎本における冊子形態の二書と全-同じ組み合わせとなっている.しか ､全てが村照的であった禅鳳自筆本とは異な-､文字面では双方やや雑な書きぶ- 連綿体が用いられてお-､両者にそれほど大きな違いは見られない｡では､どこが異なるのかというと､[-]番に 訂正がほとんど ないのに比べ､[2]番には多くの加筆修正がある点 あ-､つま-､[2]番は能の創作過程の痕跡が見られる本なのである(図2参照)0
氏昭の巻子本と禅鳳自筆本を比べると､巻子本の料紙において､禅鳳では実に半数を占めていた精紙が氏昭本では
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見られない｡もちろん氏昭も楕紙を使っていたのであろうが'禅鳳の時代に比して巻子本を所望する座の外の謡本の享受者は'樽紙よりも高級な料紙を望むことが多かったのかもしれない｡すなわち氏昭期の謡 は禅鳳期より更に高級感がみられるのである｡その一方で身内に向けたものは､[2]番で見るように稽紙の袋綴本といった簡素な装訂になっている｡そして文字面では装訂を問わず､ の時期はあ-までも連綿体が用いられており､冊 においてすら'禅鳳自筆本《源太夫》に用いられた文字に相当する｢読みやすさ｣を重視したものはもはや見当たらないのである｡
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野上記念法政大学能楽研究所　鴻山文庫蔵[2]金春氏昭手沢四番線本《車僧》
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(B　天文･喜勝期)次に氏昭の子で天文期頃に活躍したらしい喜勝の謡本を取-上げるが'今回取-上げた書勝本には天文の年記のあ
る本がないため'先に年記のあるその他の本を見てお-｡[6]　天文三年筆《初雪》は斐樽交漉紙の巻子本であるが'上半分が幾枚にも渡って破損してお-'書面全体を見るのは難しい｡しかしながら､残された部分を見る限-では'その文字は連綿体で書き写されており'修正箇所も 当たらない｡[7]　天文八年山崎宗鑑本《育寓》'天文二年《自髭》と天 二二年《融》の年記を持つ　[9]　天文年間長井入道貞借本も加筆修正がほとんどな-'丁寧に書かれた連綿体であり 共に斐紙を用いている点からも'高級な贈答品とし の機能を充分に備えたものと考える｡一方'斐稽交漉紙の列帖装本[8】　天文十1年奥書無章句横本《浜川》は無章句､すなわち節付けがないため'そのままでは素人が謡のテキスト して使うのは難しい｡また'本文は急いで いたかのような､いささか雑な筆運び 連綿体であり'これらを考え合わせると'第三者へ向けて作られた のとは考えに--'手控えか一座中の人物へ向けて作られたものと考え れよう｡
さて'次に喜勝の携わった謡本であるが'大き-分けて､喜勝の直接的な関与が認められる　[10]-[56】番(四七
( 5 )
檀)　と'喜勝の関与が推測されている　[57】-[80】番(二四種)　とが ｡そのうち年記のあるものは' 1 0]　弘治二年金春書勝筆《をひまつ》と､[1 1]永禄七年竹票軒筆金春喜勝節付 《息則》 二本である｡共に斐紙を用いた巻子本で､本文は加 修正がほとんどない連綿体で書かれている｡
次に年記記載のない[12丁[80]番を扱うが'これらは時間の流れを追って捉える.ことが難しいた ､全体の傾向
で捉えてい-こととする｡
まず'装訂面を見ると､冊子本人種に比べて圧倒的に多いのが三七種もある巻子本であり'これらの巻子本の料紙
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は､安価な樽紙は一例と少な-､ほとんどが斐紙や斐樽交漉紙といった高級なものを用いている｡もちろん､これらは現存するもののみを扱ってお-'失われたものも多いことは当然であるが'それにしても高級な装訂の巻子本が'この時期の金春流では中心的なものとして扱われていたことは推定されよう｡
巻子本の本文は総じて連綿体で書かれているのであるが､奥書に注目すると[ほ]-[l]　[S]-[cqN]　[cQCO]-[S]
番の署名'節付'本文筆が喜勝による 群 ､それらと同じ喜勝筆の署名と節付を持ちながらも､本文が書家の手にょると考えられる[36]　[3]　[g]-[S]番の1群､さらに荒木藤十郎宛に作成された喜勝の署名と節付を持ち､本文が喜勝の手による[g3]番 本文は同じ書家の手によるかと思われる[SS]〜[X]番'さらに宛名書はないも の本文が同筆と見られる[tf3]番も加えた1群など､謡本 形態面 文字面の組み合わせ方から くつかのグループを敬-出すこと できる｡こ から導かれるのは､喜勝 本文部分を時には書家に書かせていたという事であり､その中には荒木藤十郎宛 一群のように､ はや手控えや一座 関係者用ではなく､高価な材料で丁寧に作られた､贈答の為の謡本という形式が'金春流の中で中心的な形式として固まっていたというこ である｡
さらに､このような贈答用の品は当然見た目の美しさを要求し､喜勝による筆であったとしても､[l]　[f=]
[S]番など 厚手の斐紙を用いた巻子本では'文字に強弱 心地よいリズム感が見られ､まことに美しい連綿体の筆跡を見せているo例えば､[S]金春喜勝自筆本《源氏供養》 ､書家が本文を書 た[1 1]永禄七年竹雲軒筆金春喜勝節付本《忠則》とを見比べてみると'両者とも均等なサイズの 字が等間隔に書き並べ あり'書家だけでな-大夫自身の筆であっ も､読み手を意識して丁寧に書き写されてい こ 認識できよう(図3･4参照)｡すなわち､この時期は､先に述べた年記記載のあるものも含め､座 外 第三者へ向けて作られた が現れているということなのである｡
二　i
C
盟
ZL　喜ど8親　王国劇貴
《華輸習&.》単相媒繍車重等轟塊茎仙女斗数呼　[ーL]貨車苫前韻
1与等津ま一身1せ-L＼
A  J  A
r7J･ヽ一,.,
＼
7′老弓
肉筆斡首都》孝義日常車重等　[凱]准番茶再鴇
【ゥ凶】
73　形態と文字からみる室町期謡本(中)
次に冊子本に入る.列帖装本[盟⊥fZ]番は料紙に斐紙を用い,しかも美濃本､大本といった堂々とした装訂
で'巻子本から導かれた贈管mとしての性格を冊子形態でも持ち合わせていることが分かる｡しかしながら､本文に用いられた文字は､[Si]番を除いて､文字同士のつなが-が薄-､連綿体に比して｢読みやすさ｣を指向したものとなっている. だし､禅鳳自筆本諒大夫》の乱雑さと比べると､はるかに墨の強弱の美しさが見られ､また,漢字率も低いわけではない(図5･6参照)｡先学によると､これらの本文は､書家の手によって書かれたものである
( 6 )
らしい｡つまり､これらの列帖装本は'書家にわざわざ連綿体から離れた 字を かせて作らせた いうことなのでぁるoなぜこのような書き方をさせたのであろうか.[3]金春喜勝節付綴帖装本 その答へ ヒントを与えてくれるように思われる.[3]番の至輪》の奥書には｢依板東長門守殿御所望節付申候｣という文字が記されている.板東長門守がどのような人物であったかは未調査 るが､厚様の斐紙の列帖裳といった高級な装訂が選ばれる身分であるにも関わらず､本文では美を重視し 連綿体が避けられ'よ-実質的な読みやす 文字形態が取られ のである｡おそら-､このような新興勢力の身分の享受者に向けて､新たな文字の書き方が用いられ始めたのではないだろうか｡
二冊の袋綴本【X]金春喜勝節付冊子本と[55]金春喜勝節付冊子本や､列帖装本ではあるが仮綴本風の簡易な装
訂を持った[盟金春喜勝節付五番経本でも､文字面において 同様の傾向が見受けられる｡文字は基本的には連綿体であるものの､墨の強弱や文字同士 流れるように連なる連綿体の美しきを見るのは難しい｡総じて､丁寧さ 失ゎれているが､読みやすい文字になっている.ただし､｢読みやすい｣とは亭っものの､禅鳳自筆諒大夫》に見れる書写姿勢の乱雑さ'押しっぶされたかの な横広の 字､漢字率の低さ 別 性質のものであることは言を侯たない(図6･7参照)｡あ-までこの時期の金春流の謡 では､形態 文字に美 さ 求め れている であ
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野上記念法政大学能楽研究所　鴻山文庫蔵 金春禅鳳自筆本《源太夫》
【 図 6 】
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野上記念法政大学能楽研究所蔵[54]金春喜勝節付冊子本《松風》
る｡
[5]〜[S]番の巻子本の1群は'筆者､節付ともに不明であるが､表華氏は'[5 6]-[60]番が喜勝自筆本の1
( 7 )
群と､[6 1]-[S]番が書家筆の喜勝節付本の1群と'各々の本文書体が似ていると述べている.これらの料紙を見ると'[5 6]-【6]番は樽紙1本､斐樽交漉紙二本､斐紙二本であ-､[G]〜[8]番は斐紙のみである.すなわち､これらの筆者不明本は形態､文字の両面において喜勝 と共通要素が兄いだせ､喜勝本と同様に第三者の手に渡るために作られた高級な贈答品であったと言える ではないだろうか｡
このように喜勝の携わった謡本はこれまでと同じ-､斐紙を用いた巻子本に連綿体の本文を有Lt第三者に向けた
高級な贈答品と思われるものが多い｡時に書-ことが本業である書家に本文を任せ､書写された文字も美しく仕上げており､形態面と文字面の両方において､前期よ-もさらに高級感と美しさを兼ね備えた新たな謡本を生み出し
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るのである｡一万㌧数少ない冊子本では列帖装本'袋篠本の如何を問わず'文字同士のつながりが薄く｢読みやすさ｣を指向した文字が用いられているのが目につ-｡ここには'装訂と文字とが高級性だけでない新たな需要によって組み合わされており､これまでとは異なる新たな享受者の存在を窺わせている｡しかしながら'それらは少数派の存在であり'中心はあ-までその高級性にあったと考えるべきであろう｡
(C　天正･室町末期)天正･室町末期に入ると'謡本は巻子本と冊子本の数が逆転し'冊子本が金春流謡本の主流となる｡けれども'ま
ずは巻子本である天正年間の年記を持つ[巴天正九年宗節署判本《東国下》'[Sa]天正十二年金春安照自筆本《賀茂》'[8]天正十二年金春安照自筆本会白万》から取り上げよう｡これらは料紙を見ると'[S]番は斐稽交漉紙'[3]　[8]番 薄棟の斐紙を用い いる｡本文に加筆修正などはほとんど無く文字面においては三本とも筆の強弱はあるものの 文字の連なりが薄く前述した書勝節付の列帖装本ほど丁寧ではないがそれ 近 書き様である(図8参照)0
続いて'年記がないものの室町末期に作られた される[S]〜[S!]番まで 冊子本を装訂ごとに取り上げてい
く｡[g]〜[SS]番までは仮綴本である '禅鳳'喜勝'幸四郎 転写本であり'[Eg]　[86]番は勢 に任せて青いたかのような'非常に乱雑な連綿体で書かれている(図9参照)｡両者は斐稽交漉紙と斐紙と言った高級な料紙を用いているものの'その乱雑な筆致'仮綴という装訂などから第三者へ向けたも とは考えに--'おそらく身内向けのものであろう｡
1万'袋綴本の[Eg]室町後期筆片仮名本埜二井寺･道盛》は漢字交じり片仮名書きの本文を有しており'現存す
77　形態と文字からみる室町期謡本(中)
る金春流謡本の中では非常に珍しいものである｡本文を見ると､いささか乱雑に見える筆致で書かれている｡さらにわずかに見られる漢字は､数字や｢申｣など 極めて簡単なものであ-､その点は前稿で述べた世阿弥自筆の片仮名本の持つ特徴に通うものがあると言えよう(図1 0参照)0[S]〜[Sg]番までの列帖装本は､[89]下問少進筆謡本(宮王道三本転写1番線本)《法勝寺執行》､[Su室町末期
節付三番綴本《班女･桜川･関寺小町》､[SH室町末期筆金春流謡本が斐樽交漉紙を用い､[g]室町末期筆下掛-無章句本は斐紙を用いている｡このように高級な料紙が用いられているものの､文字面を見るならば､それぞれの文字の連な-はやや軽視され'読みやすい連綿体が用いられて る｡つまり､喜勝 冊子本で用いられた｢読みやすさ｣を指向した文字が､ここに引き継がれているのである　(図1 1参照)｡
もはや､天文･喜勝期の巻子本に多-用いられていた､連綿体を押し出した流麗な文字形態はほとんど用いられて
いない｡むしろ､少数派として見られていた｢読みやすさ｣を指向した文字が､冊子体を離れて巻 も用いられ､この時期の本文のほとんどが､装訂 如何を問わず｢読みやすさ｣を指向した文字へと変わっている る｡
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野上記念法政大学能楽研究所　鴻山文庫蔵[83]　天正十二年　金春安照自筆本《賀茂》布製を魂
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雷サー良額才,宮野上記念法政大学能楽研究所　鴻山文庫蔵[8 6]　金春喜勝本転写四番線本《春日龍神》
【 図 9 】
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野上記念法政大学能楽研究所　鴻山文庫裁[S]　室町後期筆　片仮名本誓)#寺》歌登丁賢号の轟
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左1ぉ才や･野上記念法政大学能楽研究所　鴻山文庫蔵[9 1]　室町末期筆下掛り無章句本《鵜羽》
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(D　草屋本期)最後に草屋本系の写本群を取-上げる｡これらは天正末期の　[93]　下問少進手沢草屋謡本(下問少進手沢鳥飼道断
節付本)'[S;]野上豊一郎旧蔵草屋本(鳥飼道断節付本)'天正から文禄年間の　[gu〜[S;]吉川家旧蔵草屋本(鳥飼道断手沢本)'文禄から慶長の　[98]毛利家旧蔵草屋本(鳥飼道断節付本)'慶長年間の　[1-1]草屋本系節付五番綴本《老松･恩度･芭蕉･春日竜神･松虫》'慶長から元和の　[9 9]　草屋本系濃緑表紙本'[1]　草屋本系薄茶表紙本と'時代的にはかな-の幅があるのだが､草屋本系列のものとしてまとめてここで扱いたい｡
まず'形態面から見ると'巻子本が見当たらず'全てが冊子本となっている｡これらは斐樽交漉紙や斐紙などの高
級な料紙を用い'列帖装と言った非常に凝った高級な作-になっている｡本文は'書家として定評のある道断が筆を取ったものと'節付のみ道断のもの'あるいは道断を摸したかと思われるものなど様々であるが､これらに共通するのは'前時代 冊子本同様に｢読みやすさ｣を指向しつつも'運筆に強弱 リズムが感じられ 連綿体を用い､かつ'文字がそれ以前のものに比べて商品として丁寧 書かれ'結果として｢読みやすさ｣ より勝っている とである　(図1 2参照)｡ところで'草屋本 整版 と古活字本と あるのだが'それらの文字を見てみると'古活字 が活字印刷という性質上'文字と文字と 間が開いているものの､整版本'古活字本 もにや 肉厚 文字で'写本同じく墨の強弱の美しさが現れている連綿体で書 れてお-'文字の配置も均等で'非常に美しい書面 せ いる
( 8 )
(図 1  3 ･ 1  4参照 ) 0
総じて'草屋本は高級な装訂と､美しさの中に｢読みやすさ｣を備えた連綿体 文字を持ち､金春流における一つ
の頂点を示す謡本と言えるも である｡金春流謡本は巻子 から冊子 へと形態を変えながらも'装訂や料紙は高級性を保っており'文字面においても｢読みやすさ｣を意識しながら'相変わらず美しい連綿体で書かれ いる｡こ
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野上記念法政大学能楽研究所　鴻山文庫蔵　舌活字版草屋本〈夕顔〉
【 図 1  4 】
83　形態と文字からみる室町期謡本(中)
【蓑日金春流写本一覧
時代 ｨ+YMHﾘb牢記 倬{ﾂ所蔵者 Y/料紙 僵ｸﾅ紙拓 做Yﾒ番数 佗ﾙN塾の色弱 ｩDｨ+2             
A 氏 昭 捕 7 ｢ 白 266 s1 "△ ｢             
2 X迄ﾚ金春氏昭手沢四番線本 (野守.晴鮭.単相.鯨大夫) 俤x袋 美渡 C176 釘△ ×              
3 金春七郎節付 荒木突勝奥fu:本(海士) 儉ｨ巷 佰b s2- ○ ｲ△             
4 ?金春七郎節付 荒木実勝奥拝本(小骨) 儉ｨ??ｪ ??? ?c"???宦｡ ?ｲ?｢ 
5 金春七郎節付 荒木夷腸炎昏本(一角仙人) 儉ｨ巻 兔r迂b c# ○ ｲ△            
ら 天 文 昔 勝 1明 ? ???? ? ? ? ?A ??
7 i[c天文八年 山崎宗鑑本(百拭) 僞ﾈﾊB袋 俚ﾝ"枕 Cr212 ○ △            
8 i[c天文十一一年興野 無車旬枕本く浜川) 豫"列 佰械  ○ "× 纁            
9 i[hﾚ天文年間長井入道月倍本 く杜若)(呉服) (自髭)(拓砂)他 (餐 弔美池 CB174 ○ "X               
10 儘"弘治二年 金春啓勝堆くをひまつ) 儉ｨ巻 俚 SR ○ ｲ△ ₢           
ll Yｳr永禄七年竹雲軒蟹 金春巻聯節付本(息則) 豫"巻 俚 c7150 A ｲ○             
12 ?i[hﾚ?金野苗除目笹本(二腎) ?ｸ??J 仆?H鋳??S? ??｢ ??× 
13 ?i[g??金春昏勝日野本くニ常) ?8??ｪ ?b羽鋳??s? ??｢ ??× 
14 i[hﾚ金春雷勝日野本く遊睦) 侘x巻 佰 c- × × 纁             
15 i[ieﾒ金春野防節付本(東方朔) 冩ｸ巻 佰羽 コ- × ×              
16 i[ieﾒ金春啓勝自筆本く源氏供蟹) 豫"巻 rB c6300 ⊂) ﾂ○              
17 i[hﾚ金啓富聯日野本(軸屋) 逃･Fﾆﾂ巷 兔r辻 c6700 (⊃ 紐(⊃            
18 偬I[hﾚ金春啓勝目駆本(土串) だ 豫"巻 兔rﾂ- s6300 (⊃ "○              
19 i[hﾚ金春甘勝日野本く二拾) 仞ﾈﾊB巻 仆 辻 ○ "△              
20 偬I[hﾚ金春雷勝目駄本(卒塔婆小町) 僞ﾈﾊB巻 儂2b-  (⊃ "△           
21 i[hﾚ金春啓勝目笹本(屯田) 僞ﾈﾊB巻 兔rb - ○ "△            
22 i[hﾚ金春菩勝目笹本(国楢) 僞ﾈﾊB巻 俚(b - ○ "△            
23 i[hﾚ荒木膝十郎宛奥野 金春審勝自笹本(葛城) 儉ｨ巻 兔rﾂ- sr               
24 i[hﾚ荒木藤十郎宛典砂 金春巻腿節付本(柏崎) 儉ｨ巻 俚Ib c2- ○ ｲ△              
25 i[hﾚ荒木藤十郎宛輿昏 金春昏勝節付本(孤) I一..■ 儉ｨ巻 兔r cR ○ ｲ△             
26 i[hﾚ荒木藤十郎犯輿啓 金春巻勝節付本(花月) 儉ｨ香 儂9ﾂ cR- ○ ｲ△              
27 i[hﾚ荒木藤十郎宛奥野 金春審勝節付本(藤戸) 儉ｨ巻 兔r委｢- s- ○ ｲ△              
28 i[hﾚ荒木膝1郎宛奥砂 金春昏勝節付本く源大夫) ∫;ら 儉ｨ巻 俚(b s2 (⊃ ｲ△              
29 i[hﾚ荒木藤十郎犯輿番 金春喜勝節付本(自髭) 一一..■ 儉ｨ巻 弔 c2 ○ ｲ△               
30 i[hﾚ荒木藤十郎犯奥啓 金春啓勝節付本(舎利) 儉ｨ普 兔rb sR- ○. ｲ△              
31 i[hﾚ荒木藤十郎宛奥野 金春昏勝節付本(兼平) ITtt 儉ｨ奄 俚Ib s- ○ ｲ△               
32 i[hﾚ荒木藤十郎和奥砂 金春宙勝節付本(西王母) 儉ｨ奄 弔 cB ○ ｲ△              
33 i[hﾚ荒木藤十郎宛奥沓 金春宙勝節付本(崩壊) ′言▲さ 儉ｨ巻 俚(b s2- ○ ｲ△              
34 i[hﾚ荒木藤十郎犯奥砂 金春啓勝節付本(道成寺) 儉ｨ巻 佰委｢ s2- ○ ｲ△              
35 i[hﾚ金春巻勝節付 荒木実勝連普く海士) 儉ｨ巻 佰委｢ s" ○ ｲ△              
36 i[hﾚ金春蕃勝奥静本(二井寺) +上r 儉ｨ巻 佰ﾂ cr △ 宙ﾒ○               
37 i[hﾚ金春u-勝節付本(田村) 儉ｨ巷 佰 sr- ○ ｲ△              
38 i[hﾚ金春宮勝自詐本(当麻) ･出 儉ｨ巷 兔rr s2 △ "×              
39 偬I[hﾚ金春複勝自駄本(椋資妃) JL諾 儉ｨ港 兔rb-  ○ "×              
40 i[hﾚ金春宙勝目範本(遊屋) 儉ｨ巻 兔rﾂ cb-               
41 偬I[iZﾂ金森#勝自妓本(盛久) 儉ｨ港 仆ﾝ" s"- (つ 宙,"A           
42 i[hﾚ金森Fy勝節付本(柏崎) 儉ｨ巻 弔い  ○ 窒△             
43 i[hﾚ金轟音勝節付本E兼.平) 去亡 儉ｨ琳 仆ﾆr- Sr- (⊃ 宙,"A             
44 i[hﾚ金#.=.,勝節付本(溢士) 儉ｨ巻 兔rﾂ  r) 宙,"△              
45 i[hﾚ金番昇勝節付本(芭荘) 儉ｨ巻 兔rﾂ sR- (つ ﾂA △              
46 i[hﾚ金森宙勝節付本(臆) a 儉ｨ巻 冑忠(b s2 (⊃ 宙,"           
47 i[iZﾂ金春R防節付本(棟斑妃) 俔Yz｢巻 ｢- s5156 ○ ｲ△             
48 i[hﾚ金春等腿節付綴帖装本 (三拾.昭君)(山祖母.鵬野) く杜若.小骨)他 8- 兔r委｢美浪 S174 × "△               
49 i[hﾚ金春啓防節付五苛経本 (遊屋.暗線.刺ヒ.当麻. 富士太鼓) 儉ｨ列 儂2実地 cR175 迭△ ×            
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時代 ｨ+YMHﾘb年配 鉾H怏kﾄ･ﾒ所裁者 Y4"料紙 僵ｸﾅ紙高 冦Ye番数 刋l過の強弱 ｩDｨ+2           
a 天 文 I 防 期 鉄天文頃 仞OMHI)Ygｲ演博 俶■ R249 cr3 浮△ ｲ                   
51 ?i[hﾚ?金森串勝奥平二番綴本 ?羽?刺 冑?大 ?C?167 ??~ ?"??
52 i[hﾚ金寿串勝奥昨二希綴未装本 凛ﾉH列 冑大 C167 × (⊃            
53 i[hﾚ金森.gy勝奥言咋二懇親未装本 假$ﾒ刺 弔大 C167 × "○             
54 i[hﾘ金春苗勝節付冊子本 (野官.定家.舷風) 僞ﾈﾊB負 佰 #195 △ "×             
55 i[hﾚ金券首勝節付冊子本 く知帝.老松) 僞ﾈﾊB袋 b cb218 △ "×             
56 i[hﾚ笹四郎本写本く雪析朝) 儉ｨ巻 俘忠ｒ 辻-              
57 ?準者不明(弓矢立合) 儉ｨ??ｪ 佰??? ?c?- ?? ? 
58 辻稚者不明く英雄) ﾈｾ｢巻 佰委｢- c-  辻           
59 辻雑著不明(碁) 儉ｨ巻 兔rｒ c  辻-            
60 辻聴音不明く英雄) 儉ｨ巻 儂2偉B- cb- -           
61 辻韓者不明く蓉知見) 儉ｨ巻 弔 sR-  辻            
62 辻幣者不明く胡長) 儉ｨ巻 儂2ﾂ- c ○ ｲ△ ₢           
63 堆者不明(拳知血) 儉ｨ巻 兔rｲ- cR- ○ ｲ△            
64 辻準者不明く蝉丸) 儉ｨ悲 bｒ- cR- ○ ｲ△             
65 辻雄者不明く関守小町) 儉ｨ巻 俚坿 cR- ○ ｲ△ ₢          
66 狂者不明(白発言) 儉ｨ港 價ﾘ*ﾙﾂ- cR- ○ ｲ△            
67 辻鞭者不明(女郎花) 儉ｨ巻 兔r委｢- sb ○ ｲ△           
68 辻碓者不明(朝長) 儉ｨ巻 兔rb- SR- ○ ｲ△            
69 辻珊者不明(三井寺) 儉ｨ巻 兔rｲ- cb- ○ ｲ△            
70 辻笹者不明(当麻) 儉ｨ巻 儂2ﾂ- c"- ○ ｲ△            
71 aE.者不明(道成寺} 儉ｨ* 弔 cR- ○ ｲ△            
72 辻矩者不明(紅兼狩) 儉ｨ巻 儂2偉B S2-            
73 辻韓者不明(兼平) ﾈｾ｢港 兔rｒ- cb- ○ ｲ△            
74 辻距者不明{井筒) 儉ｨ懇 兔rb- cR- ○ ｲ△            
75 辻狂者不明(道盛} 儉ｨ巻. 兔r迂b- s- ○ 宙ﾒ△            
76 辻壬狂者不明(源氏供養) 馳Lｨ巻 冑忠ｒ- s- ○ ｲ△             
77 辻珊者不明(定家) 儉ｨ巻 佰b s2- (⊃ ｲ_△             
78 ?韮著不明(定家} 儉ｨ??` 佰?e???s2? ???宙??｢ 
79 辻舵普不明(屯田} 儉ｨ悲 ﾂ- sR- ○ ｲ△ ₢            
80 辻?M者不明(当麻) 儉ｨ??` 佰???- ??? ????ｲ? 
C 天 正 室 町 末 潤 塔天正9 i8ｾ9DKｹgｸ*ﾙ8ﾈﾙ屬細山 俟交 179 辻1 △                    
82 i3天正九年 笈遵雅(吾子守) 儉ｨ* 忠H鋳- s- -              
83 i3"天正十二年 金春安照自笹本(賀茂) 冩ｸ港 ｲｲ- C- × "X                
84 i3"天正十二年 金春安田自笹本(百万) 俘8港 兔r羽鋳 C- × "×              
85 俯ｩ*ﾉib金串神風本転写柳本 冦9Zｨ仮 佰柄 c2244 ﾃ2(J 宙ﾒ×            
86 辻金額苗防本転写四番塀本 く春El鞘神.融. 桧風村雨.通小町) 俘8仮 ｲ委｢大 S"190 偵B○ 浮ヽ          
87 沓四郎本写(境遇) 儉ｨ仮 丿辛 C160             
88 俯ｩ*ﾈﾎ2室町後期準 片仮名本く三井寺.道盛) 俤x栄 唸甁辛 CB155 × i           
89 i9j"下関少適確誠本 (宮王道三本艇写一番親本) (法勝寺執行) 估hﾊB刺 佰美濃 S177 △ "△              
90 i8ﾚ室町末期節付三番線本 く放女.桜川.関寺小町) 儉ｨ列 (b大 S185 △ △ ₢               
91 處ｩ*ﾉj"室町末期碓下掛り無帝旬本 (鵜羽.竹生白) く道明寺.TZ茂)他 俤x刺 兔r  A "△          
92ー ﾉj"室町末期準金春流弧本 迄ﾇIH刺 佰委｢柄 c"240 △ "○              
D 草 良 本 潤 涛2天正未 疋ｧX昞葎詹(ﾚ8gｲｩn(晳偃)+倬I;僵iIgｲ能研 斐(厚) Xﾅ飫ﾂ247 s5 ｲ△ ｲ                       
94 i9¥B野上盟一郎旧械串屈不 (血飼道噺節付本) 僞ﾈﾊB列 儂2委｢大型半 Cr175 ○ "△            
95 i8自[i音川家ltl戒串鹿本 (払飼道断手沢本) 8刺 辻小 S120 迭綯△ "△              
96 i8自[i音Jl1第旧蔵坤屈不 (息飼道断手沢本) 俘8刺 辻小 sR129 迭綯△ "△             
97 i8自[i昔川家旧蔵畢鹿本 (瓜飼道断手沢本) 俘8刺 械 #182 迭繧△ "△             
98 兌i自r竜利家旧蔵串鹿本 (血飼迅析節付本) 俘8刺 佰挨英浪 Sb181 迭△ "○               
99 ｸﾘﾋ8ﾍ2串鹿本糸濃緑果敢不 侘韃"刺 們ｒ大型半 C172 迭△ A              
100 儂ｨ耳ﾋ9牢屋茶系滞茶襲戟本 侘韃"列 俯2羽鋳半 #R180 △ 紐△           
101 佝9+xﾚ串虚本糸節付五帯織布 く老松.息庇.芭焦. 春日聴神.松虫) )8列 儂2  迭△ "○          
85　形態と文字からみる室町期謡本(中)
【 付 記 】貴重な室町期能本二詳本の画像を掲載するにあたへ野上記念法政大学能楽研究所､同鴻山文庫､同般若窟文庫､
ならびに観世文庫よ-ご許可いただきましたことをここに記して､感謝の意を呈します｡
--(下)　に続-0
(-)　[　]括弧内の数字は別表の通し番号である｡以下同じ｡(2)表章著『鴻山文庫本の研究-謡本の部-』　二九六五､わんや書店)参照(3)　野上記念法政大学能楽研究所編『般若窟文庫目録』参照(4)別記のない場合'以下の本文は全て漢字交じ-の平仮名書きである｡(5)野上記念法政大学能楽研究所編『般若窟文庫目録』参照(6)表章著『鴻山文庫本の研究』　(一九六五㌧わんや書店)､野上記念法政大学能楽研究所編｢般若窟文庫日録｣､
早稲田大学坪内博士記念演劇博物館編｢早稲田大学坪内博士記念演劇博物館所蔵能狂言文献資料集成収録音目録｣参照
(7)　野上記念法政大学能楽研究所編『般若窟文庫日録』参照(8)野上記念法政大学能楽研究所編『鴻山文庫蔵能楽資料解題』　(一九九〇､野上記念法政大学能楽研究所)
